
学力向上推進計画

１ 本年度の学力向上推進目標

(1) 生徒一人一人の学習規律の確立を図る。
(2) 生徒一人一人の「確かな学力」の向上を図る。

２ 学力向上推進の基本方針

(1) 沖縄県「学力向上推進５か年プラン・プロジェクトⅡ」、島尻教育事務所「島尻教育推進の基

本方針」、豊見城市学力向上基本方針に基づいて具体的取組を行う。

(2) 校内研修と連動させ、授業改善の理論研修や教科授業研究会の充実を図り、学力向上につな
げる。

(3) 継続して取り組むことができる日常的な取組を推進する。
(4) 学校、家庭、地域社会の連携による取組を推進する。

３ 学力向上推進の方法

(1) 生徒の実態を明らかにして、課題に対応した取組を推進する。
(2) 県学力向上推進室から示されている「授業における基本事項」を踏まえた授業実践を推進
する。

(3) 学力向上強化月間（４月、９月、１～３月）の取組を工夫し推進する。
(4) ＰＤＣＡサイクルを機能させ、実効性のある取組を推進する。
(5) 学力向上推進委員会を、学推主任を中心に必要に応じて開く。
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５ 学力向上推進の全体構想

学 力 向 上 推 進

《 学校教育目標 》 基 本 方 針

豊かな心をもち、自ら考え判断し、 １ 沖縄県「学力向上推進５か年

実践できるたくましい生徒の育成 プラン・プロジェクトⅡ」、島尻

○ 自ら考え、創造工夫して学習する生徒 教育事務所「島尻教育推進の基
○ 心豊かで思いやりのある生徒 本方針」、豊見城市学力向上基
○ 心身ともに健康でたくましい生徒

本方針に基づいて、具体的な取組○ 勤労と奉仕を尊び責任感のある生徒
。を行う。

《 重点目標 》

○ めあてを持ち、自ら考え創意工夫して学習する生徒
２ 校内研修と連動させ、授業改善

○ 自他の生命を尊重し、心豊かで思いやりのある生徒
の理論研修や教科授業研究会の充

実を図り、学力向上につなげる。

《学力向上推進目標》
３ 継続して取り組むことができ

○ 生徒一人一人の学習規律の確立を図る。
る日常的な取組を推進する。

○ 生徒一人一人の「確かな学力」の向上を図る。
４ 学校、家庭、地域社会の連携に
よる取組を推進する。

学 校 の 取 組 家庭・地域の取組

実践項目 実践項目
※校内研修全体テーマと関連付けた実践を行う。 (1)早寝、早起き、朝ごはん

の徹底など生活リズムの確立
保

(2)あいさつなどの凡事徹底
護

(3)家庭学習の取組への支援
○生徒一人一人の学習規律の確立を図るための共通実践事項 者

①１分前着席→チャイム黙想→授業開始、チャイム終了 (4)PTA活動への積極的な参加
校

②学習用具の確実な準備 ・

③個人ロッカーの整理整頓 (5)授業参観への積極的な参加 地
内

○生徒一人一人の「確かな学力」の向上を図る。 (6)部活動への支援・協力 域
の (1)「授業における基本事項」の実践（重点事項）

①授業の展開に生かす評価（生徒の学習状況の見取り） (7)年４回（６・９・10・１ 社
推

はできたか 月の第３金曜日）及び夏

②指導計画に基づく評価場面の設定ができ、諸評価の確 休みにおける地域の夜間パ 会
進

実な実施 トロールへの参加

③課題についての自分自身の考えをもつ時間の確保
の

体
④学習のねらいの達成に向けた対話（交流)場面の設定

（学習に困り感のある生徒へ配慮した座席にする。）
協

制

(2)教材研究の充実、授業改善の推進 力

①指導と評価の一体化に基づいたわかる授業の実施（諸テ
スト、諸学力調査などの結果分析と活用）

体

②教科会においての教材研究、授業研究会の充実（教科
会を週時程に設定）

制

(3)年間を通した朝学習や補習の設定

(4)授業と連動した家庭学習の出し方の工夫と定着

(5)読書活動の充実と図書館利用の促進

(6)英語検定、漢字検定、数学検定等の奨励

テーマ

「確かな学力の向上を目指した授業改善の推進」

～対話を取り入れ、問いが生まれる授業づくりを通して～



６ 活動計画
確かな学力の向上 学習規律の確立 校内研修等との関連

[通年] [通年] [通年]

○「授業の基本事項」の実践 ○共通重点実践事項の取組 ○その他の研修会

○校内研修テーマに基づいた授業実践 [毎月]

○教材研究の充実と授業改善の推進 ○学習環境奨励事項の取組 ○校内研修会

○朝学習や補習の実施 ［５月～１１月］

○読書活動の充実と図書館利用の促進 ○市内研修会

○各種検定の奨励 [５月～１２月]

○校内授業研究会

[４月] [４月]

○学力向上推進計画の確認 ○学力向上強化月間 [４月]

○学力向上強化月間の取組 ・共通実践事項の強化 ○校内研修会理論研究

（共通実践事項の強化、家庭学習の定着) ・学習環境推奨事項の実施 （学力向上推進５か年

○全国学力・学習状況調査の分析・活用 プラン・プロジェク

トⅡの確認）

[５月]

○市学力調査の分析・活用

○朝の読書活動の充実

[６月]

○読書活動の強化(読書月間）

○学びのたしかめの実施・分析・活用

○フォーカスシートアンケートの共有

○第１回県生徒質問紙調査の実施

[７月] [８月] [８月]

○夏休みの課題 ○夏休み明けの学習規律の ○市内合同研修会

○夏休みのスキルアップ講座(仮) 立て直し ○校内授業研究会

（主事招聘教科研修)

[９月] [９月]

○学力向上強化月間の取組 ○学力向上強化月間 [９月]

・共通実践重点事項の強化 ○校内授業研究会

[10月] ・学習環境推奨事項の実施 （道徳代表授業）

○総合的な学習の時間発表会および

各教科の掲示発表（若鷹フェスタ)

[12月]

○学びのたしかめの実施・分析・活用

○第２回県生徒質問紙調査の実施

[１、２、３月] [１月、２月、３月]

○学力向上強化月間の取組 ○学力向上強化月間・共通

（１、２年：レディネスを揃える取組） 実践重点事項の強化

（３年：受検へ向けての取組）

○県学力到達度調査の分析・活用

○フォーカスシートアンケートの共有

○生徒の実態を踏まえての春休みの課題

７ 成果等の公表について

○ 島尻地区及び豊見城市「学力向上推進実践報告書」で今年度の取組状況を報告する。


